
はじめに
－犬島貝塚発見の経緯－

　瀬戸内海が成立するのは，完新世以降のいわゆる
縄文時代以降とされている（井関 1957，1978）．そ
のため瀬戸内海の縄文時代早期の貝塚群を整理する
ことは，最終氷期以降の瀬戸内海の形成過程を考え
る上で，重要な定点となることが予測される．また，
最後まで陸環境に近かった可能性の高い地域を詳細
に検討することは，自然環境と先史人の対応関係を

探るうえで，モデルケースになる可能性が高い（図
1）．
　本研究では，新たに発見された岡山県岡山市犬島
に位置する縄文時代早期の犬島貝塚について，紹介
を行う．以下発見の経緯を述べる．
　小野伸は，1976年以降から岡山県域を中心に旧
石器時代を中心とする分布調査を行ってきた．1976

年 12月下旬に犬島本島に所在する松ヶ鼻遺跡の踏
査を行った際に，対岸の地竹ノ子島の存在に注目し
た．4年後の 1980年 8月 23日に，小野勢とともに
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Abstract: It has been known a few of shell mounds on the Early Jomon period so far in the 
SETO Inland Sea. The majority of those shell mounds are kishima type pottery stages. Tehima 
Ratazaki shell mounds was followed to shell mounds of the Kishima type stage. 
This research introduce the Inujima kitchen midden（S.Ono collection）on the early Jomon 
period was thought to be a stage immediately before the kishima type. It has been understood 
that the Inujima shell midden were mainly composed of the Corbicula japonica at the age of 
about 8600BP and Yamagatamon type potteries. 
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分布調査に向かい，貝塚を発見した．その後，1983

年 10月 16日，2004年 5月 1日に楠原（当時：大森）
透と本貝塚を踏査し，崩落した貝塚部分の資料を収
集，今日に至っている．
　島全体は花崗岩を基盤とするため，風化・崩落し
やすく，台風などで貝塚部分の崩落が進んでいる．
本遺跡をめぐる状況は決して楽観できる状況でな

く，早急な対処が必要と考えられる．そこで，本貝
塚発見の経緯となった資料を報告し，本貝塚の重要
性を提起することにしたい．

1．犬島貝塚の位置

　犬島貝塚は岡山県岡山市犬島に位置する．犬島は，
6つの島からなり，このうち地竹ノ子島の属島的な
無人島に犬島貝塚は所在し，犬島本島からは 300 m

ほど離れている．
　地竹ノ子島では，地竹ノ子島第 1地点，第 2地点
の 2箇所，沖竹ノ子島でも，2箇所旧石器～縄文時
代早期の遺物が発見されている（白石ほか 1997）．
　第 1貝塚は規模 9 m，厚さ 40 cm以上の貝層を有
し，その保存状況は極めて良好である．第 2貝塚は，
その規模は 11 m以上と第 1貝塚より大きいと予想
されるが，貝層は第 1貝塚に比べて薄い（図 2）．
　小野伸コレクションは，第 1貝塚を中心としたも
ので，考古資料は土器 7点，石器 1点，貝類 7点で
ある．点数は少ないが，本遺跡発見の経緯につな
がった資料であり，以下に個別に報告を行う．なお，
2007年以降は，巡検などで資料が増加しつつある
ことを付記しておく．

図 1．瀬戸内海の縄文時代早期貝塚．
Fig. 1. Early stage of Jomon period in the Seto-Inland Sea.

図 2．犬島貝塚の位置．
Fig. 2. Place at Inujima shell mound.
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2．犬島貝塚の資料

出土土器：図 3の 1・2は山形押型文を施す土器で
ある．1は深鉢の口縁部片で，外面に山形文を横位
に施し，口縁部内面に左下がりに刻みを施す．内面
はナデによる擦痕やユビオサエによる指頭圧痕が認
められる．胎土は石英 ･長石などの砂粒が多く，繊
維を少量含む．2は深鉢の頸部片で，外面に山形文
を縦位に施し，内面はナデで調整している．山形文
は 3単位の原体の可能性があり，その場合周長は約
1.35 cm，径は約 0.43 cmとなる．1・2は縦長の山
形文を施し胎土に繊維を含む点に共通性が見られる
ことから同時期に位置づけられる可能性が高く，1

は口縁部内面の刻み位置から「山芦屋 4期」に位置
づけられる（熊谷 2006）．
　3～7は無文土器の胴部片である．3は内外をナデ
で調整しており，破断面上部には粘土紐接合の際の
擬口縁が認められる．6は外面をナデとユビオサエ，
内面をユビオサエで調整しており，内面には指頭圧

痕が顕著に認められる．7は内外をナデで調整して
おり器面は平滑に整えられている．破断面下部には
擬口縁が外れたことによる凹部が認められる．3～
7は胎土に繊維を少量含み，焼成は良好でよく焼締
まっている．これらは同一個体ではないものの，同
時期に帰属するものと考えられ，「山芦屋期」に位
置づけられる蓋然性が高い．　
石器：図 4は二次加工のある剥片．右側縁を折損
する剥片に，腹面から二次加工を施す．長さ 31.5 

mm，幅 29 mm，厚さ 12 mm，重量 7.7 gで安山岩製．

石器の蛍光 X線分析：試料は蒸留水中で超音波洗
浄によりあらかじめ表面の土などの汚れを取り除
き，110℃の乾燥機中で乾燥させたものを使用した．
波長分散型蛍光 X線分析装置は日本電子製 JSX-

60S7を使用し，Rh管球，管電圧 50 kV,管電流 40 

mAの条件で測定を行なった．
　測定元素は b, Zr, Y, Sr, Rb, Zn, Ni, Fe, Mn, Tiの 10

元素で，角縁・宇都宮（2003）の方法に準じておこ
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図 3．犬島貝塚の土器．
Fig. 3. Potteries excavated from at Inujima shell mound.
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なった．ただし，基準試料としては日本岩石標準試
料 JB-1aと Merc製 Spectromelt A12を 1:1の重量比
で混合し，高周波溶融装置で溶融しガラス円板にし
たものを使用した．本測定では基準試料との X線
強度比で求められるため，基準試料の X線強度を
求められた X線強度比に乗じ，さらに Zrとの X線
強度比をとったものを分析結果として表 2に示し
た．
　今回化学分析をおこなった 1試料について，Rb-

Sr-Zr比（すなわち 100×Rb/（Rb＋Sr＋Zr），100×Sr

/（Rb＋Sr＋Zr），100×Zr/（Rb＋Sr＋Zr））を計算し，
図 5にプロットした．同図には比較のために藁科
（1998）や Sato（1981）の化学分析データに加え，独
自に採取したサヌカイト原産地測定データをもとに
した，西日本各地のサヌカイトの化学組成の領域を
プロットしている．この図から，今回化学分析をお
こなった犬島貝塚から出土したサヌカイト試料は，
金山・国分台産と推定される．
貝類：貝類は 7点存在する（図 6）．ヤマトシジミ 5点，

イシガイ 1点，巻貝 1点である．犬島貝塚より採集
され，今回報告する貝類遺存体は 3種，最小個体数
が 5である．最も多く出土している貝種は，ヤマト
シジミである．
　また，ヤマトシジミ・については可能なものにつ
いては，サイズの計測を行った（第 1表）．具体的
には，ヤマトシジミ・イシガイは殻高・殻長・殻幅・
歯間長，差貝は殻高・殻径を計測測した．計測した
データは表 3に示した．なお，計測における定義は，
阿部・加藤，遠部・吉野・阿部，および加藤の論文
に基づいている（阿部・加藤 2003，遠部・吉野・阿
部 2003，加藤 2006）．
　以下，出土した貝類の種名リストを示す．
軟体動物門　Phylum MOLLUSCA

　　　ニマイガイ綱（二枚貝類）Class Bivalvia

　　　ヤマトシジミ Corbicula japonica

　　　イシガイミ Unio douglasiae douglasiae　　　

貝類の年代測定：貝が死亡する直前に形成される外
縁部から採取して分析試料とした．最初に表面に付
着した土壌などを除去した後，1Mの塩酸で重量の
10～30％を溶解することで，土壌埋没後に沈着の可
能性がある炭酸塩を除去した．
　エッチングを行なった試料を錫製カップに秤量
し，二股管で燐酸反応させ，燃焼して酸化された気
体を真空ラインに導き，液体窒素および冷却エタ
ノールなどの冷媒を用いて精製した二酸化炭素を鉄
粉とともに水素ガスと封入し，10時間 600℃にて加
熱しグラファイト化し，Al製のターゲットホルダー
に充填し，加速器質量分析（AMS）用試料とした．
これは Yoneda et al（2000）の方法を参考にした．
　AMSによる 14C測定は，貝殻試料は同時に調製
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図 4．犬島貝塚の石器．
Fig. 4. Stone implements excavated from Inujima shell mound.

図 5．蛍光 X線分析．
Fig. 5. X-ray Fluorescence.

図 6．犬島貝塚の貝．
Fig. 6. Shell excavated from Inujima shell mound.
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した標準試料とともに，東京大学原子力研究総合
センターのタンデム加速器施設（機関番号MTC）で
行った．
　測定結果は，同位体効果を補正し 14C年代，較正
年代を算出した．表 4に測定結果を示すが，δ13C

値は，すべて加速器による同位体効果補正のための
測定であり，表には参考値として（　）で記してお
く．

3. 考察－犬島貝塚の年代的位置－

　以上犬島貝塚採集資料について，報告を行った．
以下にまとめてみたい．
①土器：土器は山形押型文土器と無文土器が認めら
れ，「山芦屋期」である可能性が高い．礼田崎貝塚
の杉野コレクションには，楕円押型文がみられた．
この楕円押型文は山形押型文の中でもやや新相であ
る可能性も想定される．これまで踏査した中では楕
円押型文も認められており，犬島貝塚は，礼田崎貝
塚に一定の年代幅があると考えた場合，その新しい
段階に併行する可能性が高い．
②石器類：点数は少ないものの，サヌカイト製で金
山産であった．こうした特徴は，縄文時代早期の資
料であることと調和的である．
③貝類：貝類はその種の違いによって，生息域が異
なることがわかっており（松島 1984），本貝塚では，
湾奥部に生息する干潟群集の代表種であるハイガイ

表 1．犬島貝塚の土器観察表．
Table 1. Excavated pottery at Inujima shell mound.

表 2．蛍光 X線分析の結果．
Table 2. Date of X-ray Fluorescence.

表 3．犬島貝塚の貝類計測値．
Table 3. Measurement value of mollusks shells at Inujima shell mound.

表 4．犬島貝塚の貝類の炭素 14年代測定．
Table 4. 14C age of mollusks shells at Inujima shell mound.
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でなく，河口に生息する干潮域群集ヤマトシジミが
主体である．この両者は，河口域→干潟に変遷する
と想定すれば，ヤマトシジミ主体で構成されている
貝塚は古い傾向を示すことになる．犬島貝塚は，そ
の古い傾向を示すヤマトシジミを主体とする貝塚で
ある．
④年代測定：縄文時代早期の押型文土器はいくつか
の土器型式に細分されるが，土器付着炭化物や炭化
材を中心とした AMS炭素 14測定年代では，古い
ほうから，大川式は 9556±22BP（n＝5），神宮寺式
は 9305±25BP（n＝1），神並上層式は 9065±25BP（n

＝1），山形文盛行期は 8885±40BP（n＝3），黄島式
は 8480±60BP（n＝1），高山寺式は 8217±47BP（n

＝3），終末期は 8040±50BP（n＝1）の測定値が得ら
れている（遠部 2006，遠部ほか 2007）（図 7）．
　以上の年代値を踏まえ，暦年較正を試みる．暫定
的ではあるが，現段階でのおおまかな実年代の想定
案を以下に提示しておく．ここでは概ね四半世紀（25

年）を一区切りとし，その半数以上，以下で数値を
繰り上げた．そうすると，大川式 9150–8750 calBC，
神宮寺式 8630–8470 calBC，神並上層式 8300–8250 

calBC，山形文盛行期 8240–7950 calBC，黄島式
7600–7380 calBC，高山寺式 7400–7200 calBC，終末
期 7135–6770 calBCの範囲内（2σ）と考えられる．
　貝類は，海洋リザーバー効果を考慮しないとな
らないが，汽水域で生息するヤマトシジミのよう

表 5．瀬戸内海におけるヤマトシジミの年代測定例．
Corbicula japonica age and calibrated age for excavations in the Seto Inland Sea.

図 7．押型文土器期の炭素 14年代測定．
（○大川式　●神宮寺式　△神並上層式　▲山形文期　□黄島式　■高山寺式◇終末期）

Fig. 7. 14C age of pottery decorated with dowel impressed patterns.
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なものについては，黄島貝塚，黒島貝塚では 8500–

8400BP（遠部ほか 2005），礼田崎貝塚では 8800BP

（遠部ほか 2007，遠部 2008）を中心とした測定値が
得られている．これらのうち，汽水域に生息するヤ
マトシジミについては，大まかにみて Intcalとの較
正値のほうが，Marinecalとの較正値よりも整合的
である（遠部ほか 2007）．
　より単純な遺跡資料で考えた場合，大きく礼田崎
貝塚：土庄町教育委員会資料 8850±27BP（n＝3）→
犬島第 1貝塚 8620±71BP（n＝2）→黒島貝塚，黄島
貝塚 8512±52BP（n＝5）という変遷を想定される（図
7）．

ま　　と　　め

　本貝塚の発見により，瀬戸内海の成立段階につい
て，具体的なデータを得ることができた．本島を中
心とするエリアは押型文土器以降の遺跡はほとんど
なく，劇的に周辺環境が変化した可能性がある．し
かしながら，逆に山形押型文土器の段階（汽水域）
ではまだ考古学的な変化は少ないものと判断してお
きたい．
　また，これまでほとんど注目されていない島嶼部
の押型文土器の出土する遺跡などについても，再考
する必要が生じたと考える．これらについては，丹
羽の指摘などもあるが（丹羽 1985），同じような島
にタイプの異なる 2つの押型文期の遺跡があること
は時期的な差違に基づく可能性が高いことを示して
いる．
　いずれにせよ，約 10000年前の瀬戸内海の様相が
推定するうえで，重要なデータを犬島貝塚の資料は
示しており，島嶼部の貝塚を研究する上で重要な知
見を示せたと考える．

　瀬戸内海における貝塚出現期は，ほぼヤマトシジ
ミのみで構成される淡水性の貝塚であり（8800BP），
その後ハイガイ主体の海水性貝塚になり（8500BP），
だんだんと多様な貝類の採取がはじまるという理解
であった（江坂 1954，河瀬 1998）．出現期のヤマト
シジミ貝塚群は概ね土器でいう「山芦屋期」に該当
する．紹介を行った犬島貝塚の土器の主体は，まさ
に，この時期に該当する．犬島貝塚の土器の主体は，
まさにこの時期の新相，楕円文出現段階に該当する
可能性が高い．当該期は時期幅が長いわりに，その
様相が不明な部分が多く，本遺跡の調査・研究はそ
れらを明らかにする手がかりを与えると考えられ
る．さらに，この時期を詳細に検討することで，海
水流入のプロセスがより詳細に明らかになる可能性
が高い．そのため，同じ島内にある第 2貝塚につい
ても今後調査研究をしていく必要がある．
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示を賜った．また，学術創成研究グループ，岡山市
教育委員会，犬島再発見の会，犬島貝塚調査保護プ
ロジェクトチームの諸先生，諸氏には様々な援助を
いただいた．記して感謝したい．
　本稿は，福武学術文化財団：特定文化研究助成「犬
島貝塚調査保護プロジェクトチーム」の活動の一環
である．また，平成 16–20年度科学研究費補助金（学
術創成研究）「弥生農耕の起源と東アジア炭素年代
測定による高精度編年体系の構築―」（研究代表　
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図 8．瀬戸内海における縄文時代早期貝塚の貝類の較正年代．
Fig. 8. Calibrated ages for shell mounds of the Early Jomon period in the Seto-Inland Sea.
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学研究費補助金「先史時代における貝塚出現期の年
代学的研究」の成果の一部を用いている．
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